
①平成29年度履修結果の申告期限までのスケジュール

（通知日からおおむね30日以内）
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月31日で終了いたします。

平成29年

平成29年

4

3030 15

29

平成30年

平成30 28

履修

履修期間は、平成29年４月１日～平成30年3月31日までです。
申告期限は、平成30年４月15日です。

１　CPE制度のご案内
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自己学習による単位の取得ついて

　研修方法には、集合研修、自己学習、著書等執筆、研修会等講師の４種類があり、集合研修を必ず受けなけれ
ばならないということではありません。自己学習のみで40単位まで申告が可能です。

（⇒裏面参照） 

h-tozawa
テキストボックス
注！）平成29年度に対象となるCPE指定記事は、以下の発行号のうちCPEマークを付した記事です。
会計・監査ジャーナル：Ｈ28/5月号～Ｈ30/4月号、ＪＩＣＰＡニュースレター：Ｈ28/5月号～Ｈ30/4月号



  ３ CPE指定記事・必須研修科目教材・集合研修CD-ROM・
 eラーニング・IFRS eラーニング教材のご案内

■CPE指定記事についてご案内
　CPE指定記事とは、毎月お届けしている会計・監査ジャーナルとJICPAニュースレターに掲載の記事
のうち、CPEマークを付した記事のことです。CPE指定記事による研修は自己学習として１事業年度に
つき40単位まで履修し申告できます。
　なお、CPE指定記事には有効期間がありますのでご注意ください。

指定記事マーク：

履修単位：CPE指定記事の末尾に記載

EPC紙用号一第書告申時随（告申ＸＡＦは又告申子電 ：法方告申

指定記事専用）による。いずれの場合も200字程度の

研修概要等の記載が必要。

単の事記定指EPCるきで告申し修履に度年業事１ ：限上の位単

位の上限は40単位（ただし、自己学習全体でも40

単位が上限）

対象となるCPE指定記事：申告事業年度及び前事業年度中に指定されたCPE指定記事

■平成29年度に対象となるCPE指定記事

　　・会計・監査ジャーナル：2016年（平成28年）5月号～ 2018年（平成30年）4月号

　　・JICPAニュースレター：2016年（平成28年）5月号～ 2018年（平成30年）4月号

時随、は合場の告申ＸＡＦ。すで号番理管の別個のとご事記、はドーコ材教の事記定指EPC ●
申告書第一号用紙（CPE指定記事専用）の教材コード欄に必ずご記入ください。

ェウAPCIJ、は文全。すまりおてっなと載掲の版約要はで面誌、は事記たし付を」beW★「 ●
ブサイト（http://www.jicpa.or.jp）からダウンロードできます。

資同は数位単修履・ドーコ材教。すまりなと事記定指EPCも事記の号65第集料資務業会京東 ●
料集に記載していますので、そちらをご覧ください。
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第一号用紙の記載例

29
28/5～30/4
28/5～30/4

9

9

ＦＡＸ申告用の随時申告書です。
電子申告の利用登録をしていない方は、自動的にＦＡＸ申告利用者となります。

コピーしてご利用ください。

注)平成29年度の申告期間は、平成29年4月1日～平成30年4月15日（必着）です。

・第一号用紙  （ＣＰＥ指定記事専用）  

・第二号用紙  （集合研修・指定記事以外の自己学習・著書等執筆） 

・第三号用紙  （税理士会集合研修専用）  

５　随時申告書用紙及び同記載例について

03-6867-0984 03-5785-8741

80
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第一号用紙の記載例

29
28/5～30/4
28/5～30/4

9

9

ＦＡＸ申告用の随時申告書です。
電子申告の利用登録をしていない方は、自動的にＦＡＸ申告利用者となります。

コピーしてご利用ください。

注)平成29年度の申告期間は、平成29年4月1日～平成30年4月15日（必着）です。

・第一号用紙  （ＣＰＥ指定記事専用）  

・第二号用紙  （集合研修・指定記事以外の自己学習・著書等執筆） 

・第三号用紙  （税理士会集合研修専用）  

５　随時申告書用紙及び同記載例について

03-6867-0984 03-5785-8741

03 - 6867 - 098 4 03-5785-8741
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b.不正事例（必須研修科目）
・不正事例を除く

第二号用紙の記載例

9

9

9

03-6867-0984 03-5785-8741
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b.不正事例（必須研修科目）
・不正事例を除く

第二号用紙の記載例

9

9

9

03-6867-0984 03-5785-8741

b.不正事例（必須研修科目）
・不正事例を除く

03 - 6867 - 098 4 03-5785-8741
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